





















もな手がかりとするのは、ニール・スミス (Neil Smith)1 が不均等発展をタイトルに掲げた著作 (Smith 
1984/ 2008) と、ジョヴァンニ・アリギ (Giovanni Arrighi)2 の著作『北京のアダム・スミス』(Arrighi 
2007) である。
 前者は不均等発展の概念をサーヴェイし、意味を考察するために不可欠な古典的原論である。




1   Neil Smith (1954 -2012) はアメリカの地理学者。ジョン・ホプキンズ大学でこの研究によって博士号を取得した後、ペンシ
ルベニア大学、コロンビア大学、ニューヨーク市立大学などで教鞭をとった。他の著作に、American Empire: Roosevelt’s 
geographer and the prelude to globalization (2003), The endgame of globalization (2005),などがある。
2   Govanni Arrighi (1937- 2009) イタリア生まれでアメリカに移住した経済学者、社会学者。特に晩年にかけて、スミスの博
士論文の指導教授 D.ハーヴェイと理論的な影響を与え合った。『北京のアダム・スミス』邦訳にはハーヴェイによるアリギ
への生前最後のロング・インタヴューが収録されている。他の著作に The Long Twentieth Century: Money, Power, and the 












 これらを踏まえても、不均等発展はなおも「地理的景色へと描き込まれた社会的不平等 (social 
inequality) であり、また同時に、何か社会的に決められた目的のためにその地理的不均等性をむさぼ
























 次に発展 ( 開発 ) のダイナミズムとの関わりでは、特に都市空間の開発がレント ( 地代 ) に
よって惹起されることが注目される。スミスは、ありうる最高額の潜在 (潜勢 )的地代と現実の地代と
3  その批判は特にアミンからフランクに向けられたものであった。詳しくは中山 2015, pp.58-59。
4  特にアミンはスミスに先立って著作『不均等発展（unequal development）』を刊行しており、周辺部の発展経路を考察した。
（ちなみに Amin1976はフランス語で 1973年に刊行された著作の英訳である。）スミスはこれを援用し、中心的資本主義は
自らのもとに集中させて資本蓄積を行うのに対し、周辺の社会構成体は奢侈品の消費と輸出中心の経済構造によって、中心
に従属したバランスの悪い発展径路を辿り、社会的に分断されると考えた（Smith 1984/ 2008, p. 151）。
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の差が再開発、ジェントリフィケーションを生み出すという地代ギャップ論、地代格差論 (Ibid., p. 200, 
Smith 1996, 邦訳 115 頁 . 友常 2017, pp. 99-101) を論じた。かつてレント ( 地代 ) は、マルクス主義経
済学においても均衡論的経済学においても、やがて消滅するカテゴリーと想定されたが、実際には逆に












国はグローバルなスケールでの不均等発展を生じさせつつも予兆的危機 (signal crisis) に至るまで発展
( 開発 ) を進めること、しかしヘゲモニー後半期には中心国自体が金融センターとして次なる中心国の
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